
副院長　泌尿器科　鈴木 啓悦

佐倉病院における最先端診療
～蘭学の先進地であった佐倉から～

　今回は、新型コロナウイルス感染対策と感染状況を踏ま
え、人数制限を行って対面の開催となりました。参加希望者
には事前に予約して頂きましたが、インターネットやスマー
トフォンをご利用されていない方には、電話でのお申し込み
も可能と致しました。他の施設で行っている公開講座はイン
ターネットでの受付しかなく、電話での対応は、ありがたい
というご意見を頂きました。当日は、24名の皆様がご参加下
さいました。２年ぶりの対面形式の講座で、コロナ禍前に比
べ寂しい印象でしたが、「難聴」について分かりやすい講演
が行われました。皆様のご協力により無事に開催する事がで
き、誠にありがとうございました。
　次回は、通常の対面形式もしくはWebでの視聴を併用した
ハイブリッド形式を検討しております。今後、新型コロナウ
イルスに対する対応が変わってきますが、感染状況をみなが
ら、安全・安心な環境を整え、皆様のためになる講座を企画
し、予定が決まりましたらご案内を差し上げたいと思います。
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外来受診のご案内
■開扉時間　8：10

■受付時間　初診 8：30～11：00

　　　　　　再診 8：30～11：00
　　　　　　※一部診療科では午後の受付となる場合があります

■休 診 日　日曜日・祝日・第3土曜

　　　　　　創立記念日（6月10日）
　　　　　　年 末 年 始（12月29日～1月3日）

■代表電話番号　043-462-8811
　予約変更専用　043-462-0489（平日14時～16時）

■健康保険証（原本）、その他の公費負担受給者証（原本）
を必ずご持参ください。

■各科外来担当医はホームページをご覧ください。
　 https://www.sakura.med.toho-u.ac.jp/sinryoka/
index.html　

※ 平日同様に外来・手術等を
しております。

平日診療体制
※ 救急のご依頼はお問い合わせ
ください。

休　診

以下の祝日は平日診療体制、土曜日は休診とさせていただきます。

祝　日
2023年 5月 3日（水）
2023年 7月17日（月）
2023年 9月18日（月）
2023年 10月 9日（月）
2023年 11月23日（木）
2024年 1月 8日（月）

土　曜
2023年 5月13日（土）
2023年 7月22日（土）
2023年 9月 2日（土）
2023年 10月14日（土）
2023年 11月 4日（土）
2024年 1月27日（土）

2023年 診療体制変更（祝日・土曜）について

　昨年末ケーブルネット296にて、日本における西洋医学（当時は蘭学）
の先駆者であった佐藤泰然先生を特集された特別番組が放送されました。
当院も取材して頂きましたが、その中で、「膀胱穿刺術」という泌尿器科
の手術を日本で最初に行ったという事を知りました。現代で例えるなら
ば、さながらロボット支援手術（ダヴィンチ®）でしょうか？ただ医療器
具もまだ十分でない時代に、前立腺の病気などで尿が出なくなってしまう
と、腎不全で生命にかかわる病状だったと思いますので、当時としては大
変画期的な治療だったと想像します。
　かつて「東の佐倉、西の長崎」と称され、蘭学の先進地であった佐倉の
地に開院された当院も一昨年30周年を迎えました。この間に、診療部門
の増設、放射線治療棟などの建設・ロボット支援手術などの新規診療技術
導入といった、ソフト・ハード両面での診療体制の充実、さらに研究室な
どの環境整備を進めて参りました。現在では、地域医療支援病院・がん診
療連携協力病院・災害拠点病院などとして地域に貢献するとともに、研修
医や専門医などへの教育にも尽力しております。昨年7月には大きな手術
室2室の増設が完了し、うち1室はロボット支援手術専用に設計され、現
在、年間約200例のペースで、泌尿器科や消化器外科のロボット支援手術
が行われています。
　薬剤などの臨床試験（治験）に関しても、消化器内科・泌尿器科をはじ
め複数の診療科で国際共同試験にも多く参加しており、その成果はNew
England Journal of Medicineなどの世界的な医学雑誌に公表されてい
ます。江戸時代から医学の先進地であった佐倉の地で、令和の時代でも大
学病院として最先端診療を提供するとともに、多くの優れた人材を育成で
きるようにスタッフ一同頑張っております。皆様のより一層のご支援どう
ぞよろしくお願い申し上げます。

ケーブルネット296の番組で紹介された
ロボット手術の様子。

（上） サージョンコンソールで執刀している
泌尿器科・神谷准教授

（下） ペイシェントカートと助手をしている
泌尿器科・宋本助教ほか

2022年度市民公開講座　報告
教育支援室・市民公開講座WG

●12月３日（土曜日）東棟７階 講堂　14時～
●テーマ：「両側感音難聴」
　①演題：「感音難聴の原因と対応」
　　　　　耳鼻咽喉科　教授　鈴木光也
　②演題：「感音難聴のリハビリ」
　　　　　耳鼻咽喉科・生理機能検査室
　　　　　言語聴覚士　佐藤美都

SAKURA DAYORI
さくらだ より

東 邦 大 学 医 療 セ ン タ ー 佐 倉 病 院

患者の権利

●質の高い公正な医療が受けられます
●個人の尊厳が守られます
●個人のプライバシーが保障されます
●必要な医療情報の説明が受けられます
●セカンドオピニオンが保障されています
●医療行為について自己選択ができます

T o h o  U n i v e r s i t y  S a k u r a  M e d i c a l  C e n t e r

基 本 理 念

●質の高い医療を安全に提供する病院

●地域に貢献する病院

●人間愛を共有する病院

●楽しく明るくチャレンジする病院

●良き医療人を育成する病院

～ 患 者 さ ん と 病 院 を 結 ぶ 情 報 誌 ～
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　当院は、2016年4月1日より地域災害拠点病院に
指定されており、災害が起こった時には近隣の医療機
関とともに協力し多数傷病者の対応を行います。千葉
県内でも甚大な被害をもたらした2019年に発生した
台風15号・19号の際には、連絡がとれない近隣医療
機関に赴き状況を確認しました。
　このような活動を行う医療スタッフをDMAT
（Disaster Medical Assistance Team）と呼び、
翻訳すると災害派遣医療チームという意味になり
ます。
　1995年に発生した阪神・淡路大震災時にすぐ隣の
病院の状況が分からなかったために医療資源（人員・
医薬品等）が有効活用できず「防げる死」を防げな
かったことがDMAT発足の契機となっています。
　佐倉市は成田空港に近いこともあり、成田空港内で
の航空機事故を想定した訓練に行政機関、関係団体と
ともに参加しています。参加者はDMATメンバーに
加え研修医も参加し、貴重な経験を獲得しています。
　2022年はコロナウイルスが流行してから実施でき
ていなかった実地訓練が開催され茨城県ひたちなか市
や千葉県大網白里市まで車を走らせ参加しました。
　災害が発生しないことが一番ですが、首都直下地震

で想定されるマグニチュー
ド7程度の地震の30年以
内の発生確率は、70％程
度と予測されています。
地震以外にも、近年は台風
などの風水害、2023年
に入ってからも大雪による
停電など自然災害の種類や
その影響は多岐にわたりま
す。ご自宅でも備蓄品の見
直しを行うなど災害への備
えをお願いいたします。

災害拠点病院・DMAT活動について
災害派遣室　調整員　石合 仁

佐倉病院　栄養部の紹介
栄養部　木下 幸歩

　病院食は入院中の患者さん一人ひとりにあった適正
な栄養から食事形態まで管理し、1日でも早い回復を
サポート出来るように取り組んでおります。
　医師の指示のもと、治療や体調に合わせた食事を
提供しているため、すべての患者さんを満足させるのは
難しいかもしれませんが、食事が選択できたり、季節の
習わしや健康を願う意味もある行事食を年11回提供し
たりと、入院中でも食事からの楽しみを増やせるように
日々取り組んでおります。なお、給食業務は実績のある
シダックスフードサービス（株）に委託しており、安心・
安全で安定した食事提供をいたしております。

　当院の栄養相談では、患者さんの栄養状態を把握
し、日々の食事のご様子や生活習慣などをお聞きしな
がら、ご本人やそのご家族が、少しずつでも食事療法
を実践できるよう、一緒に考えてアドバイスをおこ
なっております。
　テレビや雑誌、インターネットからの食品や食事療
法の情報が氾濫している時代ですので、正しい情報を
提供できるように心がけると共に、患者さんと良い信
頼関係が築けるように日々努めております。予約制で
はありますが、栄養相談をご希望の際は担当医までお
気軽にご相談ください。

昇 任 ・ 新 任 の ご 紹 介

糖尿病内分泌代謝センター　教授　齋
さいき

木 厚
あつひと

人
　当科は、総合内科としての役目を担いつつ、1型・2型糖尿病、肥満症、メタボ
リックシンドローム、脂質異常症、高尿酸血症などの代謝疾患や、間脳下垂体、甲状
腺、副腎を中心とした内分泌疾患の診療を行っています。大学病院ならではのインス
リンポンプ療法、甲状腺腫瘍に対する細胞診、副腎腫瘍の精査・加療、新しい血管機
能検査CAVIなど最先端の医療を提供する一方で、当科独自の健康管理ファイルであ
る「ヘルスケアファイル」を活用し、看護師や管理栄養士らとともに活発なチーム医
療を行っています。
　とくに肥満症治療は、国内随一の診療体制を誇ります。フォーミュラ食を用いた食

事療法、運動・行動療法を基本に、近年選択肢が増えつつある薬物療法、30％程度の減量が期待できる減
量・代謝改善手術（保険診療または先進医療）など、患者さんの病態や状況を把握し最適な治療法を提供
します。肥満症は難治性疾患であり「リバウンドする病気」ともいえます。メンタルヘルスの不調がその
一因であることも多く、専門家との連携も積極的に行います。
　私は平成10年から佐倉病院に勤め、前任である白井厚治教授、龍野一郎教授のもとで研鑽を積んでまい
り、このたび令和4年11月付けで教授を拝命いたしました。医療を通じて患者さんの健康長寿、合併症予
防を実現するとともに、患者さんそれぞれのストーリーも大切にし、ささやかな趣味の発見から社会復帰
に至るまで、なにか夢を持ってもらえるような診療を目指しております。ひいてはそれが日本を上向きに
する原動力になるからです。一方で、当科は医師数が限られており、近隣医療機関との連携も推進してお
ります。近隣のみなさまには「かかりつけ医」の確保も併せてよろしくお願いします。

昇 任

救急部　講師　一
いちばやし

林 亮
りょう

　2022年4月より東邦大学医療センター佐倉病院の救急部に赴任した一林亮です。
3月で1年が経過します。佐倉病院は1991年に開設され、地域の中核病院として救
急医療を提供してきました。この間、医療は専門制を求める患者と専門性に重きを置
く医師が増えました。救急医療においても、専門性に重点がおかれるため、専門外の
救急診療は敬遠されます。また、患者目線でも救急医療に専門医を求めるため、ます
ます救急医療の入り口は狭くなっているのが現状です。
　私は東邦大学3病院で初めて、初期研修を経てそのまま救命救急センターに所属し
「救急専門医」を取得しました。外科手術、人工心肺を用いた治療（ECMO）、手術

後管理・・・など初期救急医療・集中治療を一通り行ってきました。このためあらゆる救急疾患を扱うこ
とを専門にしています。
　多くの救命救急センターでよく言われる「断らない救急」はきれいごとだと考えます。わたしがこの佐
倉病院で求められることは、地域の患者さんが安心・安全に救急医療をうけることができるようにするこ
とです。そして緊急性、重症度を評価し、適切な診療科に「つなげる医療」を大切にします。地域に安心・
安全な救急医療を提供するためには、一つの医療機関だけで完結することはできません。東邦大学医療セ
ンター佐倉病院は、これらを達成するために、印旛医療圏の病院、医院と協力して地域の救急医療の発展
のために尽くします。一方、佐倉病院は大学病院としての性質もあります。将来のある若い医師、学生の
教育現場でもあります。次世代の医師育成にも力を入れていきますので、よろしくお願いいたします。

新 任
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